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【編集後記】 

４年ぶりに行動制限のない夏休みを迎え、コロナ禍前のように人々の動きが活発になりました。今年は

ラジオ体操や盆踊りを開催した地域も増えました。又、日本各地で花火大会が通常開催され、多くの人々

が楽しみました。 

昨年から始まった「ひょうごプレミアムデー」の一環で行われた、小学生から高

校生で構成された弦楽オーケストラのミニコンサートに行ってきました。赤ちゃん

から入場できる年齢制限のない会場は、少し賑やかながら、子どもも大人も家族揃

っての楽しい１時間で、夏の良い思い出になったことでしょう。そして平和な日本 

だからこそ楽しめた一時
ひととき

でした。 

立花地区の風景 Vol.12 

阪急武庫之荘駅を南へ約４分、新緑の木々が見えて来ます。大井戸公園です。 

公園内には、古墳・バラ園・子どもたちの遊具・グラウンド・散策路・水路などがあり、 

少々広めの公園です。散策すると良い運動になります。 

公園内の古墳は、古墳時代後期のもので、直径約１３ｍの円墳と言われています。 

バラ園は、尼崎緑化公園協会の皆さんが常に手入れをされ、年に４回花を咲かすそうですが、一番の見頃

は春と秋です。本当に見事に色あざやかな花達です。約 2000本以上あり、色々な名前の様々なカラーの

品種があるそうです。中には宇宙へ行ってきた花もあります。 

公園には大小の木々が茂り、四季折々にたくさんの鳥が美しい鳴き声を聞かせてくれます。バラ園の見

頃の時に公園を散策し、ベンチでのんびりと日頃の疲れを取りませんか？ 

『令和５年度 新任福祉協会長研修会』を開催しました！  

令和５年６月２０日（火）に立花地区社協の新任福祉協会長研修会を行いました。 

約１時間程度の研修会で、朝の部と夕方の部の２回に分けて実施

しました。 

参加された１１人の新任福祉協会長さんは社会福祉協議会や地

域福祉のこと、福祉協会会長の役割などのお話に熱心に耳を傾け

ておられました。 

地域福祉の推進は、福祉協会の会長を始めとした地域住民の皆

さんの協力が必要です。 

私たちと一緒に、「ふだんのくらしがしあわせなまち 立花」

を作り上げていきましょう！！  

小さな子どもたちにも楽しみながら防災の学びを  

立花南生涯学習プラザにて、子どもたちが夏休みにいろんな体験学習をする「たちばなのマナビバ」

が開催されました。社協立花支部もその一コマを活用し、８月１日（火）に一般社団法人おいしい防災

塾から防災士の山下貴世華先生をお招きし、「防災お菓子ポシェット作り」を実施しました。 

当日は多くの子どもたちと保護者の方にご参加いただき、ポシェット作りとともに、いざという時の

防災に関する知識についてもご家族で学んでいただく良い機会となりました。 

参加者からは「かわいいポシェットができたね」「災害がないまま、みんなでお菓子を食べられたら

いいね」などの声があり、大変満足した様子でした。 

＜防災お菓子ポシェット＞ 

災害時の１日分の非常食となるお菓子ポシェットを作り、「怖くない防災」を

学ぶ取り組み。賞味期限までに災害がなければ、お菓子を家族で食べなが

ら、みんなの無事を喜びます。 


